
(57)【要約】

ヘッド部材及び長ハンドルを有する形態転換可能な表面

接触器具である。ヘッド部材は、基部と、この基部によ

り坦持した表面接触部材とを有する。ヘッド部材は、基

部を短ハンドルとして作用させることにより短ハンドル

の表面接触器具を構成するようになっている。第１連結

部を基部に設け、第２連結部がこの第１連結部と協働し

て長ハンドルを基部に連結して長ハンドルの表面接触器

具を構成するようになっている。この器具は、ブラシ又

は塗布具とし得るものである。ヘッド部材の基部を中空

として、表面接触部材に分散する液体を保持させると好

ましい。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヘ ッ ド 部 材 及 び 長 ハ ン ド ル を 有 す る 形 態 転 換 可 能 な 表 面 接 触 器 具 で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 部
材 は 、 基 部 と 、 こ の 基 部 に よ り 坦 持 し た 表 面 接 触 手 段 と を 有 し 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 は 、 前 記
基 部 が 短 ハ ン ド ル と し て 作 用 す る こ と に よ り 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 を 構 成 す る よ う に
な っ て お り 、 前 記 基 部 に 第 １ 連 結 手 段 を 設 け 、 前 記 長 ハ ン ド ル の 一 方 の 端 部 に 第 ２ 連 結 手
段 を 設 け 、 こ の 第 ２ 連 結 手 段 が 前 記 第 １ 連 結 手 段 と 協 働 し て 前 記 長 ハ ン ド ル を 前 記 ヘ ッ ド
部 材 に 取 外 し 可 能 に 連 結 し 長 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 を 構 成 す る よ う に な っ て い る こ と を
特 徴 と す る 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 部 は 、 液 体 用 の 容 器 を 形 成 す る た め 中 空 と な っ て お り 、 且 つ こ の 液 体 を 前 記 表 面 接
触 手 段 に 分 注 す る た め の 調 量 開 口 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 表 面 接 触 手 段 を 前 記 基 部 に 取 外 し 可 能 に 取 付 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 表 面 接 触 手 段 を 前 記 基 部 に 取 外 し 可 能 に 取 付 け た 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 長 ハ ン ド ル は 、 一 方 の 端 部 に キ ャ ッ プ を 有 し て お り 、 こ の キ ャ ッ プ は 、 頂 壁 部 及 び 側
壁 部 を 有 し 、 こ の 側 壁 部 の 内 側 に 前 記 第 ２ 連 結 手 段 を 設 け 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を こ の キ ャ ッ
プ 内 に 取 付 け る と 共 に 、 こ の 第 ２ 連 結 手 段 が 前 記 基 部 の 第 １ 連 結 手 段 と 協 働 す る こ と に よ
り 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ 内 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 面 接 触 器
具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ 内 か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る
請 求 項 ５ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ 連 結 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た １ 組 の 衝 合
部 と 、 こ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た １ 組 の 止 め 部 と を 具 え て お り 、 こ れ ら
止 め 部 は 衝 合 部 よ り 僅 か に 上 に 位 置 し 、 前 記 第 １ 連 結 手 段 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 に 円 形 状 の
フ ラ ン ジ を 具 え 、 こ の ヘ ッ ド 部 材 を 前 記 長 ハ ン ド ル に 連 結 す る と フ ラ ン ジ が 前 記 衝 合 部 と
前 記 止 め 部 と の 間 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ 内 か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る
請 求 項 ８ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 し 、 フ ラ ッ プ を 押 し 下
げ る と 、 ヘ ッ ド 部 材 の フ ラ ン ジ を 押 圧 し て キ ャ ッ プ の 衝 合 部 を 通 過 さ せ る よ う に な っ て い
る 請 求 項 ９ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 長 ハ ン ド ル は 、 一 方 の 端 部 に キ ャ ッ プ を 有 し て お り 、 こ の キ ャ ッ プ は 、 頂 壁 部 及 び 側
壁 部 を 有 し 、 こ の 側 壁 部 の 内 側 に 前 記 第 ２ 連 結 手 段 を 設 け 、 ヘ ッ ド 部 材 を こ の キ ャ ッ プ 内
に 取 付 け て 、 第 ２ 連 結 手 段 が 前 記 基 部 の 第 １ 連 結 手 段 と 協 働 し て 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ
プ 内 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ 内 か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る
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請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 ２ 連 結 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た １ 組 の 衝 合
部 と 、 こ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た １ 組 の 止 め 部 と を 具 え て お り 、 こ れ ら
止 め 部 は 衝 合 部 よ り 僅 か に 上 に 位 置 し 、 第 １ 連 結 手 段 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 に 円 形 状 の フ ラ
ン ジ を 具 え 、 こ の ヘ ッ ド 部 材 を 前 記 長 ハ ン ド ル に 連 結 す る と こ の フ ラ ン ジ が 前 記 衝 合 部 と
前 記 止 め 部 と の 間 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る 請
求 項 １ ４ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 し 、 フ ラ ッ プ を 押 し 下
げ る と 、 ヘ ッ ド 部 材 の フ ラ ン ジ を 押 圧 し て キ ャ ッ プ の 衝 合 部 を 通 過 さ せ る よ う に な っ て い
る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 長 ハ ン ド ル は 、 一 方 の 端 部 に キ ャ ッ プ を 有 し て お り 、 こ の キ ャ ッ プ は 、 頂 壁 部 及 び 側
壁 部 を 有 し 、 こ の 側 壁 部 の 内 側 に 前 記 第 ２ 連 結 手 段 を 設 け 、 ヘ ッ ド 部 材 を こ の キ ャ ッ プ 内
に 取 付 け て 、 第 ２ 連 結 手 段 が 前 記 基 部 の 第 １ 連 結 手 段 と 協 働 し て 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ
プ 内 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る 請
求 項 １ ７ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 す る 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 第 ２ 連 結 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た 衝 合 部 の 組
と 、 こ の 側 壁 部 の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 へ 突 出 し た 止 め 部 の 組 と を 具 え て お り 、 こ れ ら 止 め
部 は 衝 合 部 よ り 僅 か に 上 に 位 置 し 、 第 １ 連 結 手 段 は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 に 円 形 状 の フ ラ ン ジ
を 具 え 、 こ の ヘ ッ ド 部 材 を 前 記 長 ハ ン ド ル に 連 結 す る と フ ラ ン ジ が 前 記 衝 合 部 と 前 記 止 め
部 と の 間 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 キ ャ ッ プ は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 を キ ャ ッ プ か ら 取 外 す た め の イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る 請
求 項 ２ ０ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 イ ジ ェ ク タ 手 段 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 頂 壁 部 に 形 成 し た フ ラ ッ プ を 具 え 、 こ の フ ラ ッ プ
は 、 そ の 遊 端 部 に 、 ヘ ッ ド 部 材 に 接 触 す る イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ を 有 し 、 フ ラ ッ プ を 押 し 下
げ る と 、 ヘ ッ ド 部 材 の フ ラ ン ジ を 押 圧 し て キ ャ ッ プ の 衝 合 部 を 通 過 さ せ る よ う に な っ て い
る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 長 ハ ン ド ル は 、 ヘ ッ ド 部 材 を こ の 長 ハ ン ド ル か ら 取 外 し 、 長 ハ ン ド ル か ら ヘ ッ ド 部 材
を 分 離 す る イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 長 ハ ン ド ル は 、 ヘ ッ ド 部 材 を こ の 長 ハ ン ド ル か ら 取 外 し 、 長 ハ ン ド ル か ら ヘ ッ ド 部 材
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を 分 離 す る イ ジ ェ ク タ 手 段 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 面 接 触 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 表 面 接 触 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
本 発 明 は 、 と り わ け 、 長 ハ ン ド ル 付 き 器 具 と 短 ハ ン ド ル 付 き 器 具 と の 間 で 形 態 転 換 可 能 な
表 面 接 触 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】

人 間 が 体 を 洗 う と き に は 、 自 分 の 背 中 を 洗 う こ と が で き る 、 長 ハ ン ド ル 付 き 洗 浄 ブ ラ シ の
よ う に 長 ハ ン ド ル 付 き 表 面 接 触 用 具 が あ る と 望 ま し い 。 し か し 、 長 ハ ン ド ル 付 き 洗 浄 ブ ラ
シ は 、 体 の 他 の 部 分 を 洗 う に は 不 便 で あ る 。 通 常 、 体 の 他 の 部 分 を 洗 う た め に は 、 も う １
つ の 短 ハ ン ド ル 付 き の ブ ラ シ を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
洗 浄 液 の 供 給 部 を 独 自 に 有 す る 、 洗 浄 ブ ラ シ 等 の 表 面 接 触 器 具 が あ る こ と も 知 ら れ て い る
。 こ の 洗 浄 ブ ラ シ は 、 容 器 を 有 し て お り 、 ブ ラ シ に よ り 坦 持 し た 洗 浄 手 段 ま で 、 容 器 か ら
洗 浄 液 を 分 注 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 日 焼 け 止 め ロ ー シ ョ ン の よ う な ス キ ン ロ ー シ ョ ン の 供 給 部 を 独 自 に 有 す る 、 塗 布 具
（ ア プ リ ケ ー タ ） の よ う な 表 面 接 触 器 具 も 知 ら れ て い る 。 こ の 塗 布 具 は 、 容 器 を 有 し て お
り 、 こ の 容 器 は 、 塗 布 具 に よ り 坦 持 し た 塗 布 部 材 ま で 、 容 器 か ら ロ ー シ ョ ン を 分 注 す る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
容 器 を 具 え た 既 知 の 表 面 接 触 用 具 は 、 短 ハ ン ド ル 又 は 長 ハ ン ド ル の い ず れ か で あ り 、 双 方
を 有 し て い る も の は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 の 目 的 は 、 必 要 な と き に 短 ハ ン ド ル 付 き 表 面 接 触 用 具 に 容 易 に 転 換 す る こ と が で き
る 単 一 の 長 ハ ン ド ル 付 き 表 面 接 触 用 具 を 提 供 し 、 ２ 個 の 個 別 の 用 具 を 必 要 と し な い よ う に
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド 部 材 及 び 長 ハ ン ド ル を 有 す る 長 ハ ン ド ル 付 き 表 面 接 触 部 材 が 提 供
さ れ る 。 こ の 長 ハ ン ド ル は 、 基 部 と 、 こ の 基 部 に よ り 坦 持 し た 表 面 接 触 手 段 と を 有 す る 。
表 面 接 触 手 段 は 、 ス ポ ン ジ 、 剛 毛 セ ッ ト な ど と す る こ と が で き る 。 第 １ 連 結 手 段 を 、 ヘ ッ
ド 部 材 、 好 ま し く は 、 基 部 に 設 け る 。 第 ２ 連 結 手 段 を 長 ハ ン ド ル の 一 方 の 端 部 に 設 け る 。
こ の 第 ２ 連 結 手 段 が 、 第 １ 連 結 手 段 と 協 働 し て 長 ハ ン ド ル の 一 方 の 端 部 を ヘ ッ ド 部 材 に 取
外 し 可 能 に 連 結 す る 。 こ の こ と に よ り 、 長 ハ ン ド ル 付 き 用 具 に よ り 背 中 の 全 て の 部 分 に 届
く よ う に な る 。 体 の 他 の 部 分 に 接 触 す る た め に 短 ハ ン ド ル の 用 具 が 必 要 な 場 合 に は 、 長 ハ
ン ド ル を ヘ ッ ド 部 材 か ら 取 外 す こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 短 ハ ン ド ル を 構 成 す る 、 ヘ ッ ド
部 材 の 基 部 を 握 る こ と に な る 。 つ ま り 、 ヘ ッ ド 部 材 は そ れ の み で 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 用
具 を 構 成 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ヘ ッ ド 部 材 の 基 部 を 中 空 と し て 液 体 を 保 持 す る た め の 容 器 と す る と 好 ま し い 。 こ の 液 体 は
石 鹸 の よ う な 洗 浄 液 と す る こ と が で き る 。 基 部 の 調 量 開 口 は 、 測 定 さ れ た 量 の 液 体 を 基 部
に よ り 坦 持 し た 表 面 接 触 手 段 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 ヘ ッ ド 部 材 及 び 長 ハ ン ド ル を 有 す る 形 態 転 換 可 能 な 表 面 接 触 器 具 に 特 に 関 す る
も の で あ る 。 ヘ ッ ド 部 材 は 、 基 部 と 、 こ の 基 部 に よ り 坦 持 し た 表 面 接 触 手 段 と を 有 す る 。
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１ ． 本 発 明 の 技 術 分 野

２ ． 関 連 す る 技 術 の 記 載 （ Ｃ Ｆ Ｒ § § １ ． ９ ７ ～ １ ． ９ ９ に よ り 開 示 さ れ て い る 情 報 を 含
む ）

発 明 の 概 要



ヘ ッ ド 部 材 は 、 基 部 を 短 ハ ン ド ル と し て 作 用 さ せ る こ と に よ り 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具
を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。 第 １ 連 結 手 段 を 基 部 に 設 け 、 第 ２ 連 結 手 段 を 長 ハ ン ド ル の
一 方 の 端 部 に 設 け る 。 第 ２ 連 結 部 は 、 こ の 第 １ 連 結 部 と 協 働 し て 長 ハ ン ド ル を 基 部 に 連 結
し 長 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ヘ ッ ド 部 材 の 基 部 を 中 空 と し て 、 液 体 を 保 持 す る 容 器 を 設 け る と 好 ま し い 。 基 部 の 開 口 は
、 表 面 接 触 手 段 へ の 液 体 を 調 量 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】

図 １ ～ ４ に 示 す 形 態 転 換 可 能 な 表 面 接 触 器 具 １ は 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ と 長 ハ ン ド ル ５ と を 有 す
る 。 ヘ ッ ド 部 材 ３ は 、 基 部 ７ 及 び 表 面 接 触 部 材 ９ を 有 し て お り 、 こ の 表 面 接 触 部 材 ９ は 、
基 部 ７ に よ り 支 持 さ れ そ の 下 方 に 突 出 し て い る 。 図 示 す る よ う に 、 基 部 ７ は 、 頂 面 １ １ と
円 筒 状 側 面 １ ３ と 平 坦 な 底 面 １ ５ と を 具 え る 中 実 の 部 材 と す る こ と が で き る 。 頂 面 １ １ は
、 図 示 す る よ う に ド ー ム 状 と す る の が 好 ま し い 。 表 面 接 触 部 材 ９ は 、 平 坦 な 底 面 １ ５ 上 に
取 付 け た ス ポ ン ジ １ ９ を 具 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
基 部 ７ に 第 １ 連 結 手 段 ２ ３ を 設 け る 。 第 １ 連 結 手 段 ２ ３ は 、 側 面 １ ３ の 頂 部 付 近 で 基 部 ７
の 側 面 １ ３ を 取 り 囲 む フ ラ ン ジ ２ ５ の 形 態 で あ り 、 こ の フ ラ ン ジ ２ ５ は 、 基 部 ７ の 底 面 １
５ に ほ ぼ 平 行 で あ り 、 径 方 向 に 外 方 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 述 し た ヘ ッ ド 部 材 ３ は 、 握 る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 基 部 ７ を 短 ハ ン ド ル と し
て 機 能 さ せ て 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ の み で 、 洗 浄 ブ ラ シ の よ う な 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 と し
て 使 用 す る こ と が で き る 。 使 用 者 は 、 基 部 ７ 、 特 に 具 体 的 に は フ ラ ン ジ ２ ５ の 下 方 に あ る
、 基 部 ７ の 側 面 １ ３ を 指 で 握 っ て 、 基 部 と 、 こ の 基 部 に よ り 坦 持 さ れ る 表 面 接 触 部 材 ９ と
を 操 作 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
長 ハ ン ド ル ５ は 、 一 方 の 端 部 に 、 基 部 ７ 上 に 装 着 す る よ う な 寸 法 と し た キ ャ ッ プ ２ ７ を 有
す る 。 キ ャ ッ プ ２ ７ は 、 長 ハ ン ド ル ５ の 頂 壁 部 ３ １ に 滑 ら か に 連 続 す る 頂 壁 部 ２ ９ と 、 ハ
ン ド ル の 側 壁 部 ３ ５ に 滑 ら か に 連 続 す る 円 形 状 の 側 壁 部 ３ ３ と を 有 す る 。 キ ャ ッ プ ２ ７ に
第 ２ 連 結 手 段 ３ ９ を 設 け 、 基 部 ７ の 第 １ 連 結 手 段 ２ ３ と 協 働 さ せ て 長 ハ ン ド ル ５ を ヘ ッ ド
部 材 ３ に 分 離 可 能 に 連 結 す る 。 第 ２ 連 結 手 段 ３ ９ に は 、 側 壁 部 ３ ３ の 底 端 部 ４ ３ 付 近 で 、
キ ャ ッ プ ２ ７ の 側 壁 部 ３ ３ の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 に 突 出 す る 衝 合 部 ４ １ を 設 け る 。 側 壁 部
３ ３ の 周 り に 等 間 隔 に 離 し て 設 け た ３ 個 の 衝 合 部 ４ １ を 示 す 。 第 ２ 連 結 手 段 ３ ９ に は 、 側
壁 部 ３ ３ の 内 面 か ら 径 方 向 内 方 に 突 出 す る ３ 個 の 止 め 部 ４ ５ も 設 け る 。 こ れ ら 止 め 部 ４ ５
は 、 互 い に 等 間 隔 に 離 れ て お り 且 つ 衝 合 部 ４ １ の 間 の 等 距 離 の 位 置 に 存 在 す る 。 止 め 部 ４
５ の 底 部 ４ ７ は 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ の フ ラ ン ジ ２ ５ の 厚 み と 同 じ か 又 は 僅 か に 大 き い 距 離 だ け
衝 合 部 ４ １ か ら 上 方 へ 離 れ て い る 。 止 め 部 ４ ５ は 、 図 面 で 見 た 際 に 縦 方 向 に 細 長 く な る よ
う に し て 側 壁 部 ３ ３ に 剛 性 を 付 与 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ヘ ッ ド 部 材 ３ を キ ャ ッ プ ２ ７ の 側 壁 部 ３ ３ 内 で 押 上 げ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ ２
５ を 、 衝 合 部 ４ １ を 通 過 さ せ て 衝 合 部 ４ １ の 頂 部 と 止 め 部 ４ ５ の 底 部 ４ ７ と の 間 に ロ ッ ク
す る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ を ハ ン ド ル ５ の キ ャ ッ プ ２ ７ 内 に 取 付 け る 。 ヘ ッ ド 部 材 ３
を キ ャ ッ プ ２ ７ 内 に 取 付 け る と 、 表 面 接 触 部 材 ９ が 、 キ ャ ッ プ ２ ７ の 下 方 に 位 置 し 、 ま た
、 基 部 ７ の 頂 面 １ １ が 、 キ ャ ッ プ ２ ７ の 頂 壁 部 ２ ９ の 下 方 に 僅 か に 離 れ て 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ハ ン ド ル ５ に お け る キ ャ ッ プ ２ ７ の 頂 壁 部 ２ ９ 内 に 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ を キ ャ ッ プ ２ ７ 内 か ら
外 方 に 押 出 す た め の イ ジ ェ ク タ ５ １ を 設 け る 。 イ ジ ェ ク タ ５ １ は 、 Ｕ 字 状 の ス ロ ッ ト ５ ５
に よ り 、 キ ャ ッ プ ２ ７ の 頂 壁 部 ３ ３ に 形 成 し た フ ラ ッ プ ５ ３ を 具 え る 。 頂 壁 部 ２ ９ の 頂 面
に あ る 真 直 ぐ な 浅 い 溝 ５ ７ は 、 ス ロ ッ ト ５ ５ の 両 方 の 端 部 を 結 び フ ラ ッ プ ５ ３ の た め の ヒ
ン ジ を な す 。 フ ラ ッ プ ５ ３ は 、 ハ ン ド ル ５ の 頂 壁 部 ３ １ 付 近 で 、 溝 ５ ７ が ハ ン ド ル ５ か ら
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好 ま し い 実 施 例 の 説 明



最 も 離 れ た 状 態 で 頂 壁 部 ２ ９ に 位 置 す る 。 フ ラ ッ プ ５ ３ の 前 方 エ ッ ジ ６ ３ 付 近 か ら イ ジ ェ
ク タ フ ィ ン ガ ６ １ が 下 方 に 突 出 し て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ を キ ャ ッ プ ２
７ 内 に 取 付 け る と 、 こ の イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ ６ １ の 底 部 エ ッ ジ ６ ５ が ヘ ッ ド 部 材 ３ の 頂 面
１ １ に 衝 合 す る 。 イ ジ ェ ク タ フ ィ ン ガ ６ １ の 背 面 と フ ラ ッ プ ５ ３ の 底 面 と の 間 に 補 強 リ ブ
６ ７ を 延 在 さ せ る 。 前 方 エ ッ ジ ６ ３ 付 近 で フ ラ ッ プ ５ ３ を 押 し 下 げ る と 、 イ ジ ェ ク タ フ ィ
ン ガ ６ １ が ヘ ッ ド 部 材 ３ を 押 圧 し 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ の フ ラ ン ジ ２ ５ が 衝 合 部 ４ １ を 通 過 し て
移 動 さ せ 、 ハ ン ド ル ５ か ら ヘ ッ ド 部 材 ３ を 迅 速 且 つ 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
長 ハ ン ド ル ５ を ヘ ッ ド 部 材 ３ の 基 部 ７ に 取 付 け る と 、 長 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 が 得 ら れ
る 。 長 ハ ン ド ル ５ を 取 り 外 す と 、 基 部 ７ が 短 ハ ン ド ル を 構 成 し て 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ の み で 短
ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
表 面 接 触 器 具 １ は 、 長 ハ ン ド ル 及 び 短 ハ ン ド ル の 両 方 の 洗 浄 ブ ラ シ と し て 用 い る こ と が で
き る 。 こ の 器 具 は 、 日 焼 け 止 め ロ ー シ ョ ン の よ う な ロ ー シ ョ ン を 塗 る た め の 塗 布 具 と し て
も 使 用 で き る 。 ロ ー シ ョ ン を 表 面 接 触 部 材 ９ に 塗 布 し て 、 長 ハ ン ド ル 又 は 短 ハ ン ド ル の 形
態 の 表 面 接 触 器 具 を 用 い て ロ ー シ ョ ン を 体 に 塗 る 。 表 面 接 触 器 具 は 、 長 ハ ン ド ル 又 は 短 ハ
ン ド ル の 形 態 の ペ イ ン ト ブ ラ シ と し て も 用 い る こ と が で き る 。 表 面 接 触 部 材 ９ を 、 ス ポ ン
ジ と し て 説 明 し て き た 。 し か し 、 表 面 接 触 部 材 ９ は 、 剛 毛 セ ッ ト 、 吸 収 性 材 料 の 層 又 は パ
ッ ド の よ う な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
表 面 接 触 部 材 ９ は 、 基 部 ７ の 底 面 １ ５ に 恒 久 的 に 取 付 け ら れ て い る も の と し て 説 明 し て き
た 。 し か し 、 表 面 接 触 部 材 ９ を 、 基 部 ７ に 分 離 可 能 に 取 付 け 得 る よ う に す る こ と に よ り 、
器 具 を 何 に 使 用 す る か に 応 じ て 様 々 な 種 類 の 表 面 接 触 部 材 ９ を 使 用 す る こ と が で き る よ う
に な る 。 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス ポ ン ジ 等 の 表 面 接 触 部 材 ９ ′ を 、 薄 肉 で 剛 性 の 支 持
体 ７ １ の 一 方 の 側 に 恒 久 的 に 取 付 け る こ と が で き る 。 支 持 体 ７ １ の 他 方 の 側 に フ ッ ク 及 び
ア イ タ イ プ の 固 定 手 段 ７ ５ 、 例 え ば Velcro(登 録 商 標 )の 一 方 の 部 片 ７ ３ を 取 付 け る こ と が
で き 、 基 部 ７ ′ の 底 面 １ ５ ′ に フ ッ ク 及 び ア イ タ イ プ の 固 定 手 段 ７ ５ の 他 方 の 部 片 ７ ７ を
取 付 け る こ と が で き る 。 従 っ て 、 表 面 接 触 部 材 ９ ′ を 坦 持 す る 支 持 体 ７ １ を 、 基 部 ７ ′ に
分 離 可 能 に 連 結 し 且 つ 取 り 替 え る こ と が で き る 。 そ の 他 の 種 類 の 好 適 な 固 定 手 段 ７ ５ を 用
い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ の 基 部 ７ ″ を 中 空 に し て 、 石
鹸 や 日 焼 け 止 め ロ ー シ ョ ン 等 の 液 体 を 保 持 す る た め の 容 器 ８ １ と す る 。 こ の 基 部 ７ ″ は 、
円 筒 状 側 壁 部 ８ ３ と 、 ド ー ム 状 と す る の が 好 ま し い 頂 壁 部 ８ ５ と 、 平 坦 な 底 壁 部 ８ ７ と を
有 す る 。 底 壁 部 ８ ７ は 、 製 造 を 容 易 に す る た め に 側 壁 部 ８ ３ か ら 分 離 さ せ る が 、 好 ま し く
は 側 壁 部 ８ ３ に 恒 久 的 に 取 付 け る 。 容 器 を 充 填 す る の に 使 用 す る 液 体 注 入 口 ８ ９ を 頂 壁 部
８ ５ に 設 け 、 こ の 頂 壁 部 ８ ５ の 外 側 に 連 結 し た 封 止 部 ９ １ に よ り 封 止 す る 。 封 止 部 ９ １ は
、 摩 擦 性 に 液 体 注 入 口 ８ ９ 内 に 嵌 合 し て こ れ を 封 止 す る 。 液 体 は 、 容 器 ８ １ か ら 、 基 部 ７
″ の 底 壁 部 ８ ７ に あ る 少 な く と も １ 個 の 調 量 開 口 ９ ３ を 通 っ て 、 底 壁 部 ８ ７ に 取 付 け た 表
面 接 触 部 材 ９ ″ に 流 れ る 。 こ の 開 口 ９ ３ は 、 容 器 ８ １ か ら 器 具 の 表 面 接 触 部 材 ９ ″ へ の 液
体 の 流 れ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
底 壁 部 ８ ７ を 、 側 壁 部 ８ ３ に 恒 久 的 に 取 付 け る も の と し て 説 明 し て き た 。 し か し 、 底 壁 部
８ ７ は 、 好 適 な 封 止 手 段 に よ り 側 壁 部 ８ ３ に 分 離 可 能 に 取 付 け る こ と が で き る 。 分 離 可 能
に 取 付 け る 場 合 に は 、 複 数 の 底 壁 部 ８ ７ の そ れ ぞ れ に 、 底 壁 部 ８ ７ に 取 付 け る 様 々 な 種 類
の 表 面 接 触 部 材 ９ ″ を 具 え た も の を 用 意 し て 、 所 望 の 使 用 方 法 に あ わ せ て 交 換 す る こ と が
で き る よ う に な る 。 代 案 と し て 、 底 壁 部 を 側 壁 部 に 恒 久 的 に 取 付 け 、 表 面 接 触 部 材 を 剛 性
の 支 持 体 に 恒 久 的 に 取 付 け 、 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 支 持 体 を 基 部 ７ ″ の 底 壁 部 ８
７ に 分 離 可 能 に 連 結 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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長 ハ ン ド ル ５ と ヘ ッ ド 部 材 ３ と の 間 の 連 結 手 段 を 、 ス ナ ッ プ 方 式 の 弾 性 的 な 連 結 部 と し て
説 明 し て き た 。 し か し 、 長 ハ ン ド ル ５ と ヘ ッ ド 部 材 ３ と の 間 に は 他 の 連 結 手 段 を 用 い る こ
と が で き る 。 例 え ば 、 基 部 ７ Ａ の 第 １ 連 結 手 段 ２ ３ Ａ を 、 図 ７ に 示 す よ う に 側 壁 部 １ ３ Ａ
上 の 雄 ね じ ９ ５ と す る こ と が で き る 。 キ ャ ッ プ ２ ７ Ａ の 側 壁 部 ３ ３ Ａ を 環 状 部 材 と し て 、
第 ２ 連 結 手 段 ３ ９ Ａ を 、 長 ハ ン ド ル ５ Ａ に お け る キ ャ ッ プ ２ ７ Ａ の 側 壁 部 ３ ３ Ａ 内 部 の 雌
ね じ ９ ７ と す る こ と が で き る 。 こ れ ら ね じ ９ ５ ， ９ ７ に よ り 、 長 ハ ン ド ル ５ Ａ を ヘ ッ ド 部
材 ３ Ａ 上 に ね じ 付 け て 長 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 を 形 成 す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド 部 材 ３
Ａ か ら 長 ハ ン ド ル ５ Ａ を ね じ 取 る こ と に よ り 長 ハ ン ド ル ５ Ａ を 取 外 す と 、 ヘ ッ ド 部 材 ３ Ａ
だ け で 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 と し て 用 い る こ と が で き る 。 ね じ の 形 態 の 連 結 手 段 は 、
中 実 又 は 中 空 の 基 部 に 用 い る こ と が で き る 。 そ の 他 の 好 適 な 連 結 手 段 を 長 ハ ン ド ル と ヘ ッ
ド 部 材 と の 間 の 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ヘ ッ ド 部 材 ３ を そ れ の み で 短 ハ ン ド ル の 表 面 接 触 器 具 と し て 用 い る 場 合 に は 、 こ の ヘ ッ ド
部 材 ３ は 、 基 部 の フ ラ ン ジ ２ ５ の 下 方 に あ る 側 壁 部 １ ３ で 把 持 さ れ る も の と 説 明 し て き た
。 頂 壁 部 及 び 側 壁 部 の 双 方 に お い て 基 部 ７ を 成 形 し て 、 こ の 基 部 ７ を 握 る た め の 良 好 な ハ
ン ド ル 形 状 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
長 ハ ン ド ル ５ 及 び 基 部 ７ は 、 成 形 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 形 成 す る の が 好 ま し い が 、 こ の 材
料 は 、 長 ハ ン ド ル ５ の 第 ２ 連 結 手 段 ３ ９ が あ る 程 度 動 い て 基 部 ７ の 第 １ 連 結 手 段 ２ ３ に ス
ナ ッ プ 嵌 合 し 得 る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 形 態 転 換 可 能 な 表 面 接 触 器 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 表 面 接 触 器 具 の 詳 細 な 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 長 ハ ン ド ル の 詳 細 な 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ヘ ッ ド 部 材 に 長 ハ ン ド ル を 連 結 し た 状 態 を 示 す 詳 細 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 例 に お け る 表 面 接 触 器 具 の 詳 細 な 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 好 ま し い 実 施 例 に お け る ヘ ッ ド 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 に お け る 表 面 接 触 器 具 の 詳 細 な 分 解 断 面 図 で あ る 。
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